
 

核多体系グループ 
核多体系グループでは、強い相互作用をする有限量子多体系に現れる多様な現象を研究しています。 
近年の実験技術の進歩に伴い、研究対象が安定核の低励起状態に留まらず、高励起状態、中性子過剰核や 
ハイパー核へと飛躍的に広がっています。 

原子核中でクラスター構造

（核子が空間的に強く相関をもつ現象）

が現れることが知られています。

近年、安定核の励起状態や

不安定核の研究が進むにつれて、

新しいタイプのクラスター構造

が見つかっています。
14Cのリニアチェイン構造

ρp ρn 

 クォーク構造を取り入れ

バリオン間相互作用を研

究しています。

J-PARC で行われるDay-1

実験等を見据え、現在は

少数バリオン系の解明を

目指しています。

ダイニュートロン相関
中性子過剰核の表面付近や

中性子星の低密度相において、

二中性子の相関が強くなり

空間的に局在化する現象が

起こることが示唆されています。
空間的に相関している二中性子と

独立している二中性子

中性子過剰な原子核において

中性子ハロー、中性子スキン、

魔法数の変化、新しい分子的

構造の出現といった、安定な

原子核では現れなかった

現象が見つかっています。
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